


要約 1989 年から 1993 年に聖マリア病院新生児科に入院した超未熟児について、その予後、

治療内容、入院期間を調査した。予後に関しては、特に合併する慢性肺障害の予防、なら

びに在宅医療推進が今後の NICU 運営のためにも極めて重要であることを再認識した。


